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・小貝川は栃木県小貝ヶ池に源を発し、栃木県と茨城県を流れ、茨城県利根町で利根川に合流する利根川水系の一大支川である。 
・その流域は８５％が平地であり、水田として利用され、自然環境が豊かであるとともに、生活・文化・産業基盤となっている。 

２．小貝川の概要 

小貝川源流の池（小貝ヶ池）） 

小貝川の流域 

（河床勾配） 

基準地点黒子の上下流で河床勾配が変化しており、黒子下流の河床勾配が極めて緩い。

（川幅） 

中流部では川幅は広いが低水路幅が狭くなっている。 

（河道内樹木群） 

特に中流部 35～50km では、河道内樹木群が繁茂し、河道の断面積の多くを占めている

箇所もある。 

宇宙から見た関東地方と小貝川流域 
(出典衛星データ所有:通商産業省/宇宙開発事業団) 
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◆源流     ：栃木県那須烏山市の小貝ヶ池（標高 140ｍ）

◆流域面積   ：1,043 ㎞ 2 

◆主な支川（流域面積） ：五行川（279 ㎞ 2）大谷川（60 ㎞ 2）

◆幹川流路延長   ：112 ㎞ 

◆山地（割合） ：152 ㎞ 2（15％） 

◆平地（割合） ：891 ㎞ 2（85％） 

◆年間平均降水量：平野部 1,100～1,500mm 

(70km 付近) 

福岡堰(27km 付近) 

横根の森(47km 付近) 

小貝川の諸元 

河川の概要 

中流部では、河道内樹木群

が繁茂している箇所が多

く見受けられる。 

○上流部 
(黒子地点 53km 上流) 
勾配急で川幅が狭い。 
瀬と淵が見られる。 

○ 中流部 

(53km～福岡堰 27km) 

 勾配は緩く蛇行してい

る。河道内樹木群が多く

自然環境が豊かである。

○ 下流部（27km 下流） 
 川幅は狭く(200m 程度）
利根川の背水区間であ
り緩やかな流れである。

○ 源流部 
（県管理区間）
低い丘陵で囲
まれ、川幅が狭
い。 
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6



7



8



9







12



13



14



15



16



 17 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機場点検状況（伊丹排水機場） 河川巡視 排水機場内の中央操作室 

・河川の維持管理は、災害防止・河川利用・環境保全などの目的に応じた管理、日常から洪水時までの河川の状態に応じた管理、河川管理施設の種類に応じた管理と広範・

多岐にわたっている。 

・これらを効果的・効率的に実施するために、小貝川に適した維持管理の水準を確保しつつ、維持管理基準を定め、この基準に基づき具体的な維持管理の内容を位置づけ

た河川の維持管理に関する計画を策定し、適切な管理を実施する。 

・河川の変化を把握・分析し、必要な措置を講じるための合理的な仕組みとして、巡視・点検、維持・補修、評価、公表の一連の作業・手続きからなるサイクル型維持管

理体系の充実を図る。 

（１）河川管理施設等の機能の維持：堤防、排水機場、護岸及び水門樋門等の河川管理施設については、洪水等に対して必要な治水機能が発揮されるよう平常時から巡視

点検等を行い適正な管理に努め、計画的に補修を行い、各施設の機能を良好な状態に維持する。その実施にあたっては、動植物の生息・

生育環境に配慮する。 

（２）水門・堰・排水機場等の操作管理：水門・堰および排水機場等については、操作規則等に基づき、自治体等と連携し、迅速かつ的確に操作する。 

（３）河道の維持管理：河道への土砂堆積による洪水の流下能力の低下など、治水上支障がある場合は、必要に応じて土砂を除去する。土砂等の除去にあたっては、動植

物の生息生育環境に配慮する。河道を適切に管理していくため、定期的継続的に測量を実施する。河川管理上支障がある河道内の樹木等の草木に

ついては必要に応じて伐採等の適切な対策を講じて、洪水の流下の障害とならないよう管理する。また、遊水地の洪水調節機能を維持するため、

遊水地付近の河道の安定性を管理する。 

６－３ 維持管理 

治水① 

フィードバック 
適切な維持管理、災害復旧等 

サイクル型維持管理の実施 

診断

評価 
河川責任者 

市町村・関係住民・ 
NPO・地域のリーダー等 

による協働 

維持管理実施計画 
の策定 

（365日のｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ） 

ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝに基づく 
巡視・点検等の実施 

効果的・効率的な 
維持・補修等の実施 

情報開示 

各段階･サイクル 
全体について適切 
に開示 

状態把握 

日々継続的に 
調査･点検を実施 

河川カルテ（仮称） 
現況把握した堤防などの施設 
の状況をデータベース化 

河道内樹木の間引き 

間引き前 

間引き後 

（１）河川管理施設等の機能の維持 （３）河道の維持管理 （２）水門・堰・排水機場等の操作管理 
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６－３ 維持管理 

（３）渇水への対応 

利水 

（１）河川流量の管理：流水の正常な機能の維持を図るため、河川流量及び取水量を把握する。  

（２）河川利用者との情報連絡体制の活用：河川利用者との情報連絡体制を構築し、相互理解を図ると共に、既設施設等の有効活用方策等について検討し、渇水時の円滑

な水利調整と水資源の有効活用を図る。 

（３）渇水対応：渇水情報の迅速な提供、利水者等で構成する連絡会を開催し、取水制限等の水利用調整により、渇水被害の軽減を図る。 

利根川水系渇水対策連絡協議会開催状況 

（１）河川流量の管理 

（２）河川利用者との情報連絡体制の活用 

平成１３年渇水時対応状況 

水位観測所（黒子地点） 
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６－３ 維持管理 

水質 

（１）水質保全 （２）水質事故対応 

（１）水質保全：水質調査を実施すると共に、水利用その他への影響を調査し、水質保全に努める。 

（２）水質事故対応：水質事故状況の把握の上、「関東地方水質汚濁対策連絡協議会」の関係機関と連携し、迅速・適切な対応により被害の拡大防止に努める。 

水質事故対策  定期水質調査 

（１）河川空間の適正な利用：河川空間の利用にあたっては、適正な河川利用がなされるよう、必要に応じて施設管理者及び占用者に対し指導を行なう。 

（２）良好な河川環境の保全：良好な河川環境を保全するため、適切な管理や指導を行ない、自然環境の維持と保全を図る。 

（３）ゴミ対策：地域住民等の参加による河川の美化・清掃活動を自治体と連携し支援する。 

（１）河川空間の適正な利用 （２）良好な河川環境・景観の保全 （３）ゴミ対策 

鬼怒川・小貝川クリーン大作戦 希少生物保護のための高水敷きの野焼き 
（水海道自然友の会） 

フラワーベルト 

水質自動監視装置（黒子地点） 

河川利用 
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